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１ 東京ＰＣＢ廃棄物処理施設の概要（資料１―１参考） 
 〇処理方式 
  ・高濃度処理施設 
   処理対象物    廃ＰＣＢ油・トランス・コンデンサ・安定器等   
   ＰＣＢ除去方法  溶剤洗浄法  
   ＰＣＢ分解方法  水熱酸化分解法 
  ・低濃度処理施設 
   処理対象物    柱上トランス・絶縁油  
   ＰＣＢ分解方法  脱塩素化分解法 
 〇処理能力 
   トランス    約１．５台／日 
   コンデンサ  約２５台／日 
   安定器    約１０００台／日 
   分解量    高濃度 ２．０ｔ・ＰＣＢ／ｄ  低濃度 ６．６ＫＬ・絶縁油／ｄ 
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２ 試運転計画立案にあたっての留意事項 
 
・卒業判定については，予備性能試験段階において公定法と迅速分析法との相関に

基づき、操業時の迅速分析体制を確立させる。 
・試運転に用いるPCB廃棄物は，試運転で行うべき技術的な確認に支障が生じない

よう，種類，構造，寸法等を選定する。 
  ・本年１１月の操業開始に向けて，作業従事者の習熟等が図られ，円滑な立ち上げ 
  ができるように，試運転期間において作業従事者の教育，訓練を行う。 
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３．試運転における確認事項 
 
 ・ 処理性能      処理の一貫性、最適化、確実な処理、処理分解確認 
 
 ・ 環境保全性能   排気、排水等の確実な処理の確認 
 
 ・ 作業環境性能   負圧管理等管理区分の確認、作業環境濃度の確認 
               気流確認、ＤＸＮｓとＰＣＢの相関確認 
               保護具の作業性確認 
               健康管理 
 ・ 緊急時対策     緊急停止機能確認 
 
 ・ その他        運転状況の監視、公定法と迅速法の相関確認、 
               ＤＸＮｓとＰＣＢの相関確認 
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４．試運転の構成 
 

模擬廃棄物負荷試運転 
（７月上旬～８月中旬） 

 

 
ＰＣＢ廃棄物負荷試運転 

（８月中旬～１０月下旬） 

プラント全体機

能確認試験Ⅰ 
（８月５日～９日） 

 
 
 
 

機器単体 
調整試運転 
（6 月上旬～７月 

上旬） 

 
 

総合調整試験 
（７月２０日～２２日） 

 緊急停止機能

試験 
（８月１０日～１１日） 

 
 

プラント全体機

能確認試験Ⅱ 
（９月５日～１１日） 

 
 

引渡性能試験 
（１０月３日～５日） 

                     ←      予備性能試験       → 
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５ 試運転の工程 
６ 各試運転工程の内容 

１１１０９８７６５４

▼
消防検査

▼　　
受電

▼操業開始▼模擬廃棄物受入

▽防災訓練

▼ＰＣＢ廃棄物受入

総合調整試験

プラント全体機能確認試験Ⅰ プラント全体機能確認試験Ⅱ

緊急停止機能試験

機器単体調整試運転

模擬廃棄物負荷試運転
ＰＣＢ廃棄物負荷試運転

引渡性能試験

△血中PCB濃度採血

１１１０９８７６５４

▼
消防検査

▼　　
受電

▼操業開始▼模擬廃棄物受入

▽防災訓練

▼ＰＣＢ廃棄物受入

総合調整試験

プラント全体機能確認試験Ⅰ プラント全体機能確認試験Ⅱ

緊急停止機能試験

機器単体調整試運転

模擬廃棄物負荷試運転
ＰＣＢ廃棄物負荷試運転

引渡性能試験

△血中PCB濃度採血
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 〇機器単体調整試運転 
   ・ 機器、計器等の単体調整試運転及び連動調整運転を実施し、関連する系統 
    を含めて、以後の連続運転に支障のないことの確認 
   ・ 模擬廃棄物・ＰＣＢ廃棄物を使用しない状態で実施可能な機器単体の無負荷 
    試運転の実施 
   ・ 機器の主要なインターロック、警報の動作確認。 
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 〇模擬廃棄物負荷試運転 
  ・ 模擬廃棄物（絶縁油）を使用した負荷試験に対して、各設備がＰＣＢ処理性能 
    以外の全ての機能を満足し、支障がなく連続運転ができることの確認 
  ・ 作業員の作業性、保護具の作業管理性能の確認 
  ・ 電源喪失、地震、ＰＣＢ漏洩等の事態を想定し、処理設備全体を安全に緊急

   停止できることの確認 
  総合調整試験 
  ・ 数種類の高圧トランス、コンデンサ、安定器を処理し、各設備における作業 
   手順、運転操作要領の確認。水熱分解においては定格圧力・温度までの起動 
   と停止の確認 
  プラント全体機能確認試験Ⅰ 
  ・ 受入から解体までについて、操業タイムチャートに沿って運転し、工程間及 
   び設備間での連携調整の確認と作業の習熟を図る。水熱分解においては、定 
   格圧力・温度下での連続運転の確認。 
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  緊急停止機能試験 
 ・ 緊急停止ボタンによる設備の停止及び一部継続運転機器の運転確認。 
 ・ 停電による設備の一斉停止と非常用発電機及び関連機器の自動起動確認 
  模擬廃棄物量 
   高圧トランス 容量に応じ計１６台  高圧コンデンサ 容量に応じ５４台 
   安定器 ３００個  模擬液 １８．８ｔ 
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〇 ＰＣＢ廃棄物負荷試験 
 ・ ＰＣＢ処理性能を含めた一連の処理が設計仕様を満足し、安全かつ確実に運 
  転できることの確認。 
 ・ モニタリング設備が健全に機能することの確認。 
 ・ 保護具の作業管理性能の確認、保護具の作業性確認 
 プラント全体機能確認試験Ⅱ 
 ・ プラント設備全体を運転し、すべての設備が健全に機能することの確認 
 引渡性能試験  
 ・ 操業タイムチャートに基づく一連の継続的な運転を行い、性能保証事項がす 
  べて満足していることの確認 
 ＰＣＢ廃棄物量 
 高圧トランス 容量に応じ計６０台。高圧コンデンサ 容量に応じ６６８台 
 安定器 ６８０個  ＰＣＢ液 ５４．５ｔ 
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７ 性能に関する基準（ＰＣＢ） 
〇処理性能にかかる卒業判定基準 

   廃プラスチック・金属くず 

     洗浄液試験法            ０．５ｍｇ／Ｋｇ・洗浄液 

     拭取試験法（主に容器等）    ０．１μg／100 ㎠ 

     部材採取試験法（主に銅線等） ０．０１ｍｇ／Ｋｇ・部材 

    その他（充填剤等） 

     溶出試験法   ０．００３ｍｇ／Ｌ・検液 

   処理済油   ０．５ｍｇ／ｋｇ 

〇環境保全性能にかかる規制基準 

     排気＊ ０．１５ｍｇ／ｍ３（平均値）     排水  ０．００３ｍｇ／Ｌ 

                       ＊ ＰＣＢ焼却施設の燃焼排ガス中の暫定排出許容限界（大気局長通知） 

〇作業環境性能にかかる作業環境基準 

     ０．１ｍｇ／ｍ３    
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８  試運転時における緊急連絡体制 

災害発見者

連絡順序

人身事故 物損事故 火災

臨港消防署 (119) ① ①

 三菱重工業/類設計室 水上警察署 (110) ② ② ②

異工種建設工事共同企業体 現場事務事務所 亀戸労働基準監督署 ③ ① ③

鹿島建設㈱現場事務所 昭和大学豊洲病院

東環エンジニアリング　現場事務所 東部第一管理事務局（下水）

海上保安部航行安全課

 東京都環境局廃棄物対策部

日本環境安全事業(株)　東京事業所 産業廃棄物対策課

 江東区環境清掃部

環境対策課

日本環境安全事業(株)　本社  環境省廃棄物・リサイクル対策部

産業廃棄物課

 
 

 
 




